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調
査
の
第
１
回
調
査
結
果
（
２

０
１
７
年
10
月
実
施
）
に
基
づ

き
、
従
業
員
の
労
働
生
産
性
と

そ
の
影
響
要
因
の
関
係
性
を
明

ら
か
に
し
、
健
康
経
営
の
取
組

か
ら
生
産
性
向
上
ま
で
の
つ
な

が
り
を
考
察
す
る
。
な
お
、
本

稿
の
内
容
は
、
古
井
祐
司
（
東

京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）
ら
「
中
小
企
業

に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
損
失

と
そ
の
影
響
要
因
」（
日
本
労

働
研
究
雑
誌
）の
一
部
で
あ
り
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
や
調

査
デ
ー
タ
等
の
詳
細
に
関
し
て

は
、
同
論
文
を
参
照
い
た
だ
き

た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
使
用
す

る
質
問
紙
は
、
従
業
員
の
健
康

リ
ス
ク
や
労
働
生
産
性
の
損

失
、
仕
事
に
対
す
る
活
力
、
組

織
の
状
況
を
評
価
す
る
設
問
で

構
成
し
た
。

　

ま
ず
健
康
リ
ス
ク
は
、
心
理

的
リ
ス
ク
に
関
す
る
４
項
目

（
主
観
的
健
康
感
、
仕
事
満
足

度
、家
庭
満
足
度
、ス
ト
レ
ス
）

と
生
活
習
慣
リ
ス
ク
に
関
す
る

４
項
目
（
喫
煙
習
慣
、
飲
酒
習

慣
、運
動
習
慣
、睡
眠
習
慣
）、

不
定
愁
訴
の
有
無
に
関
す
る
１

３面４面

今月の主なニュース

２面

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
中
小

企
業
の
６
割
が
人
手
不
足
の
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、

１
９
７
０
年
か
ら
40
年
間
で
労

働
者
の
平
均
年
齢
が
７
歳
上
昇

し
た
こ
と
に
よ
り
、
心
筋
梗
塞

等
の
死
亡
率
は
集
団
と
し
て
約

２
倍
に
高
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
経
営
課
題
の
深
刻
化
に
よ
り
、

企
業
が
経
営
的
な
視
点
で
積
極

的
に
従
業
員
の
健
康
増
進
を
図

り
、
生
産
性
の
向
上
等
を
目
的

と
し
た
健
康
経
営（
※
）の
取
組

が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
横
浜
健
康
経
営
認
証
」
に

よ
る
認
証
企
業
数
は
、
平
成
28

年
度
（
28
事
業
所
）
と
比
較
し

て
、平
成
29
年
度（
57
事
業
所
）

は
約
２
倍
に
増
加
し
て
お
り
、

神
奈
川
県
下
の
事
業
所
で
も
健

康
経
営
の
普
及
が
進
ん
で
き
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

今
後
、
健
康
経
営
の
実
践
に

足
踏
み
を
す
る
事
業
所
を
後
押

し
す
る
、
ま
た
は
事
業
所
の
継

続
的
な
取
組
を
支
え
る
た
め
に

は
、
取
組
に
よ
る
効
果
を
見
え

る
化
し
検
証
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、

　
背
景
︱
調
査
研
究
の
意
義
︱

　

�

横
浜
市
と
健
康
経
営
の 

効
果
測
定
を
開
始

第
１
回
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー

映
像
と
音
楽
を
活
用
し
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

禁
煙
指
導
を
実
践
し
よ
う

�

と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
髙
岩
寺
住
職
・
医
師　

来
馬　

明
規

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会 

第
50
回
夏
期
講
習
会

医
療
か
ら
法
律
ま
で
広
く
学
ぶ

第
11
回 

か
な
が
わ
食
育
フ
ェ
ス
タ

日
本
人
の
平
均
寿
命	

男
性
81
・
09
歳

	

女
性
87
・
26
歳

多
く
の
参
加
者
を
集
め
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

健
康
経
営
に
役
立
つ
多
彩
な
機

器
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

中小企業における健康経営効果とは何か

※「健康経営」はＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です

当
研
究
セ
ン
タ
ー
は
横
浜
市
と

協
働
で
、
２
０
１
７
年
９
月
よ

り
中
小
規
模
事
業
所
を
対
象
に

健
康
経
営
の
効
果
検
証
を
開
始

し
た
。
調
査
対
象
は
、
横
浜
健

康
経
営
認
証
事
業
所
の
う
ち
、

ご
協
力
い
た
だ
け
た
６
事
業
所

（
合
計
１
５
７
人
）で
あ
っ
た
。

調
査
方
法
と
し
て
、
無
記
名
自

記
式
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
半
構

造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実

施
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
同
ア
ン
ケ
ー
ト
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レ
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テ
ィ
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ズ
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％
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ア
ブ
セ
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テ
ィ
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ズ
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日
）

項
目
の
合
計
９
項
目
に
つ
い

て
、「
リ
ス
ク
あ
り
」
と
判
定

さ
れ
た
項
目
の
合
計
値
に
よ
り

評
価
し
た
。

　

次
に
労
働
生
産
性
の
損
失

は
、
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
に

よ
り
評
価
し
た
。
ア
ブ
セ
ン

テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
は
、
病
気
・
け

が
な
ど
に
よ
り
欠
勤
し
た
日
数

を
表
し
、「
昨
年
１
年
間
に
、

自
分
の
病
気
や
け
が
な
ど
の
体

調
不
良
で
何
日
仕
事
を
休
み
ま

し
た
か
？（
０
～
３
６
５
日
）」

の
回
答
日
数
に
よ
り
評
価
し
た
。

　

一
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ

ズ
ム
は
、
何
ら
か
の
疾
患
や
症

状
を
抱
え
な
が
ら
出
勤
し
、
業

務
遂
行
能
力
や
生
産
性
が
低
下

し
て
い
る
状
態
を
表
し
、「
病

気
や
け
が
が
な
い
と
き
に
発
揮

で
き
る
仕
事
の
出
来
を
１
０
０

％
と
し
て
、
過
去
４
週
間
の
自

身
の
仕
事
を
評
価
し
て
く
だ
さ

い
。（
１
～
１
０
０
％
）（
東
大

１
項
目
版
）」の
回
答
割
合
を
、

１
０
０
％
値
か
ら
差
し
引
い
た

割
合
に
よ
り
評
価
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
に
対
す
る
活
力

や
組
織
の
状
況
は
、
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
の

「
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン

ト
」「
職
場
の
一
体
感
」
に
関

す
る
質
問
項
目
（
標
準
版
）
と

得
点
計
算
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ

評
価
し
た
。「
ワ
ー
ク
・
エ
ン

ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
従
業
員

の
仕
事
に
対
す
る
活
力
、熱
意
、

没
頭
の
３
要
素
の
状
態
を
評
価

す
る
一
方
、「
職
場
の
一
体
感
」

は
職
場
の
メ
ン
バ
ー
が
情
報
共

有
で
き
、
助
け
合
い
の
気
持
ち

を
も
っ
て
業
務
を
遂
行
し
て
い

る
状
態
を
評
価
す
る
。

　

最
後
に
、回
答
者
の
属
性
は
、

性
別
、
年
代
、
年
収
（
総
支
給

額
）
に
関
す
る
情
報
を
取
得
し

た
。
年
収
は
、
労
働
生
産
性
の

損
失
コ
ス
ト
を
換
算
す
る
た
め

に
取
得
し
た
。

　

東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
横
浜
市
と
協
働
で
健
康
経
営
の
効

果
に
関
す
る
調
査
研
究
を
開
始
し
た
。
第
１
回
調
査
結
果
よ
り
、
同
市
内
の
中
小
規

模
事
業
所
に
お
い
て
、「
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
が
悪
い
従
業
員
ほ
ど
、
労
働
生
産

性
の
損
失
が
高
い
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う
構
造
が
確
認
さ
れ
た
。
更
に
、
職
場
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
健
康
経
営
の
施
策
に
よ
り
、
従
業
員
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
効
果
や
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
る
効

果
が
示
唆
さ
れ
た
。（
村
松
賢
治
・
東
京
大
学 

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー 

デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
）

　

第
１
回
調
査
よ
り
確
認
で
き

た
結
果
を
２
つ
述
べ
る
。
１
つ

目
は
、
健
康
リ
ス
ク
に
応
じ
て

従
業
員
を
「
低
リ
ス
ク
」「
中

リ
ス
ク
」「
高
リ
ス
ク
」
の
３

群
に
層
化
し
た
場
合
、
健
康
リ

ス
ク
の
上
昇
に
伴
い
、
労
働
生

産
性
の
損
失
が
大
き
い
傾
向
が

見
ら
れ
た
（
図
１
）。

　

ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
の

平
均
値
は
、
特
に
高
リ
ス
ク
群

の
値
が
突
出
し
て
大
き
く
、
低

リ
ス
ク
群
、
中
リ
ス
ク
群
の
値

よ
り
有
意
に
大
き
か
っ
た
。

　

一
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ

ズ
ム
の
平
均
値
は
、
健
康
リ
ス

ク
の
上
昇
に
伴
い
徐
々
に
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
高
リ
ス

ク
群
の
値
が
低
リ
ス
ク
群
、
中

リ
ス
ク
群
の
値
と
比
較
し
て
有

意
に
大
き
か
っ
た
。

　

健
康
リ
ス
ク
と
労
働
生
産
性

の
損
失
の
関
係
を
構
造
的
に
捉

え
る
と
、
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ー
イ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
健
康
リ
ス

ク
が
あ
る
臨
界
点
を
超
え
た
と

こ
ろ
で
一
気
に
上
昇
す
る
様
子

が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、
高

リ
ス
ク
者
が
重
症
化
し
な
い
た

め
の
介
入
が
重
要
と
な
る
。

　

一
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ

ズ
ム
に
関
し
て
は
、
健
康
リ
ス

ク
の
上
昇
に
伴
っ
て
増
加
す
る

構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年

層
を
含
め
た
健
康
リ
ス
ク
が
低

い
段
階
か
ら
の
働
き
か
け
が
有

用
で
あ
る
と
い
え
る
。

�

（
２
面
に
続
く
）

　
健
康
と
生
産
性
の
関
係

東京大学政策ビジョン 研究センター

横浜市との第１回調査結果から見えてきたもの

労
働
生
産
性
損
失
は
、

従
業
員
１
人
あ
た
り
、76・６
万
円

健
康
リ
ス
ク
が
高
い
ほ
ど

労
働
生
産
性
損
失
が
高
い

こ
と
が
証
明
さ
れ
た

図１　健康リスクと労働生産性損失（n=157）


